
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和元年５月８日 

学校名  福井市文殊小学校   

校長氏名  善塔 啓介     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①文殊地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ごみを減らし、ペットボトルのキャップなどのリサイクルに努めます。 

２ 取組内容 

① 環境学習 

  理科、社会科等の教科学習、生活科や総合的な学習の時間、文殊山登山や火祭りなどの

学校行事を通し、文殊地区の自然や地域の良さについて学習します。 

②節電・節水の取り組み 

 校内の節電・節水を推進するために、環境・花だん委員会の児童が中心となって、休み

時間の見回りやポスターによる啓発活動を行います。 

「夏の節電大作戦」を実施し、家庭で節電、節水に取り組みます。取り組んだ内容を報告

書にまとめ、掲示します。 

③資源の分別回収 

  ＰＴＡと連携し、アルミ缶回収、制服のリサイクルバザーを行います。児童によるペッ

トボトルのキャップ回収活動を行います。  

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

 学校や家庭での節電・節水の取り組みでは、全校で協力して実行したり、家族と知恵を出

し合ったりするなど、連携することが大切であることに気づくと期待されます。また、ペッ

トボトルのキャップ回収活動においても、一人一人の行動と様々な機関が関わり合って人の

役にたつ活動として成り立つことを学習していきます。 



様式第２号                                                   （提出日）令和２年１月２３日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名      福井市文殊小学校 
 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①文殊地区の環境、地球環境について学習します。 

 ②水や電気などの資源を大切に使います。 

 ③ごみを減らし、ペットボトルのキャップなどのリサイクルに

努めます。 

２ 取組内容 

① しおり作りー花壇や地域の自然を多くの人に知ってもらう取り組みー 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「令和元年我が家のエコ大作戦」        ③エコキャップの回収 

                      

 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

つながりを尊重する態度 

花壇の花を使った押し花や、文殊山の自然を生かしたしおり作りは、学校や地区の宝を全校

の児童や地区の人と共有したいという児童の願いを実現したものである。制作に当たっては

環境花壇委員会と図書委員会がコラボしたり、文殊の火祭りで地区の人たちに手渡したりし

て、多くの人とかかわることができた。 

パンジーを押し花のしおりにして、

全校に配りました。 

 

文殊山の景色

や植物の写真

をしおりにし

て、地域の人

にも配りまし

た。 

多くの家庭が、エアコ

ンの部屋に家族が集ま

ったり、電気をまめに

消したりしました。古

タオルをリメイクした

り、食べ物を残さない

ように気をつけたりす

る、ユニークな取り組

みも報告されました。 

全校に呼びかけてエコキャップの回収をしてい

ます。数えたり、きれいに洗ったりしました。１

年間で 12,570 個、ワクチン 14 人分のキャップ

が集まりました。地域の人も協力しています。 

文殊小のキャラクター 

マウンテンラビット 



 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

どの活動も具体的な行動を伴い、達成感が味わえるものだったので、児童らは取り

組みやすかったと思われる。しおり作りは初めての活動だったが、自分たちで考え

たことを実現する過程を経験したことで、これからいろんなことにチャレンジでき

るのではないかと期待する。また、継続しているキャップの回収は、全校に呼びか

けるなどより積極的に行動するようになってきた。 

【改善点】 

水や電気の資源を大切にする取り組みについて、夏休みの「我が家のエコ大作戦」

で家庭での取り組みは定着しているものの、学校での取り組みがなされていない。

身近なエネルギー資源であることをもっと意識して自分たちの行動に結びつけるよ

う、委員会の児童に働きかけていきたい。 


